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－利用に当たって－ 

 

報告書について 

 この報告書は，平成 28 年 10 月 20 日を調査期日として実施された平成 28 年社会生活基本調査につ

いて，総務省統計局が平成 29 年 7 月 14 日に公表した「生活行動に関する結果」と，平成 29 年 9 月

15 日に公表した「生活時間に関する結果」のうちから，宮城県に係る主要な結果をまとめたもので

す。 

 社会生活基本調査の結果は，少子化対策，高齢社会対策，ワークライフバランスの推進，男女共同

参画に関する施策等の基礎資料として利用されています。詳細な結果は総務省統計局のホームページ

(http://www.stat.go.jp/data/shakai/2016/kekka.htm)からご覧ください。 

 

平成２８年社会生活基本調査について 

１ 調査の目的 

  国民の生活時間の配分及び自由時間における主な行動（「学習・自己啓発・訓練」，「ボランティア

活動」，「スポーツ」，「趣味・娯楽」及び「旅行・行楽」）について調査し，仕事や家庭生活に費やさ

れる時間，地域活動等へのかかわりなどの実態を明らかにし，各種行政施策の基礎資料を得ること

を目的とするもので，昭和 51 年の第１回調査以来５年毎に実施され，今回の調査は９回目に当た

る。なお，平成 13 年調査からは生活時間についての詳細な結果を得るために「調査票Ａ」及び「調

査票Ｂ」の２種類の調査票を用いて調査している。 

  

２ 調査の期日 

  平成 28 年 10 月 20 日現在で調査した。ただし，生活時間については 10 月 15 日から 10 月 23 日

までの９日間のうち，調査区毎に指定した連続した２日間について調査した。 

 

３ 調査の範囲 

  平成 22 年国勢調査の調査区（ただし，平成 27 年国勢調査調査区設定時に境界変更等があった場

合は，当該境界変更等を反映）から，平成 28 年熊本地震の影響のため熊本県の一部地域を除いた，

総務大臣の指定する 7,311 調査区から無作為に選定した約 8 万 8 千世帯に居住する 10 歳以上の世帯

員約 20 万人（宮城県内は約 1,700 世帯）を対象とした。 

  今回の公表に係る対象は，調査票Ａを用いた 6,904 調査区の約 19 万人である。 

 

利用上の注意 

１ 本文及び図表中の数値，並びに統計表の数字は，表章単位未満の位で四捨五入してある。また

「総数」に「分類不能」，「不詳」の数を含むことから「総数」と内訳を合計した数値とは必ずし

も一致しない。 

２ 図表及び統計表中の「０」「０.０」は，集計した数値が表章単位に満たないものである。 

３ 統計表中の「－」は該当の行動者が皆無の場合及び当該属性のサンプルサイズが皆無の場合のた

め省略している箇所である。 

４ 統計表中の「…」は，サンプルサイズが 10 未満で，結果精度の観点から表章していない箇所であ

る。 

５ この資料では，特に断りのない限り，生活時間は総平均時間の数値を記載している。 

６ その他，注意事項，用語の詳細な解説等については，総務省統計局ホームページを参照のこと。 

http://www.stat.go.jp/data/shakai/2016/kekka.htm


 

 

標本設計及び結果の推定方法 

１ 標本抽出方法 

標本抽出方法は，第１次抽出単位を平成 22 年国勢調査調査区（ただし，平成 27 年国勢調査調査

区設定時に境界変更があった場合は，当該境界変更等を反映。以下「調査区」という。）とし，第２

次抽出単位を世帯とする層化二段抽出法である。 

第１次抽出では，47 都道府県ごとに人口に基づく確率比例抽出により，全国で 7,320 調査区が抽

出されている。調査票Ａに係る調査区数は 6,912 である。ただし，抽出された調査区のうち平成 28

年熊本地震の影響が大きい地域については，対象から除外されている。その結果，全国で 7,311 調

査区，調査票Ａに係る調査区が 6,904 調査区となっている。 

第２次抽出では，等確率無作為抽出により，各調査区から 12 世帯が抽出されている。調査対象

は，この方法により抽出された世帯にふだん住んでいる 10 歳以上の世帯員全員である。 

    

２ 結果の推定方法 

調査結果のうち,「行動者数」及び 10 歳以上人口は，別途推計した地域（調査票Ａに係る結果の

場合は都道府県。以下同じ。），男女，年齢階級別人口を基準人口とする比推定によっている。 

また，「延べ時間」も同様に算出し，「平均時間」は，この「延べ時間」を対応する人口（又は

「行動者数」）の推定値で除して求められている。｢行動者率｣は，推定値の百分比として算出されて

いる。 

 

３ その他 

標本調査においては抽出された標本についてのみ調査がなされ，それを基に全体を推定するため

標本誤差というものがある。そのため，結果の利用に当たっては注意が必要である。 

標本設計及び結果の推定方法の詳細な解説等については，総務省統計局ホームページを参照のこ

と。 

 

（参考） 

  ・平成 28 年社会生活基本調査（調査票Ａ） 

   集計対象世帯            全国：77,843 世帯  宮城県：1,520 世帯 

   集計対象人員 生活行動編      全国：179,297 人  宮城県：3,586 人 

          生活時間編・時間帯編 全国：350,744 人  宮城県：6,915 人 

    

  ・平成 27 年国勢調査 

   世帯数     全国：53,448,685 世帯 宮城県：944,720 世帯 

   総人口     全国：127,094,745 人  宮城県：2,333,899 人 

   10 歳以上人口  全国：115,353,494 人  宮城県：2,100,535 人 

  



 

 

用語の解説 

１ 生活行動に関する結果 

  自由時間における「学習・自己啓発・訓練」，「ボランティア活動」，「スポーツ」，「趣味・娯楽」

及び「旅行・行楽」について，過去１年間（平成２７年１０月２０日～平成２８年１０月１９日）

に，それぞれの種類別に活動を行ったか否か，活動を行った人の数や割合などを集計したもの。 

（１） 学習・自己啓発・訓練 

   個人の自由時間の中で行う学習・自己啓発・訓練で，社会人の職場研修や，児童・生徒・学生

が学業（授業，予習，復習）として行うものは除き，クラブ活動や部活動は含む。 

（２） ボランティア活動 

報酬を目的としないで，自分の労力，技術，時間を提供して地域社会や個人・団体の福祉のた

めに行っている活動をいう。 

（３） スポーツ 

余暇活動として行うスポーツをいう。なお，職業スポーツ選手が仕事として行うものや，児

童・生徒・学生が体育の授業で行うものは除き，クラブ活動や部活動は含む。 

（４） 趣味・娯楽 

仕事，学業，家事などのように義務的に行う活動ではなく，個人の自由時間の中で行うものを

いう。 

（５） 旅行・行楽 

旅行は１泊２日以上にわたって行う全ての旅行をいい，日帰りの旅行を除く。行楽は，日常生

活圏を離れ，半日以上かけて行う日帰りのものをいい，夜行日帰りを含む。 

（６） 行動者数 

過去１年間に該当する種類の活動を行った人（１０歳以上）の数。なお，数値は母集団におけ

る行動者数の推計値である。 

（７） 行動者率 

１０歳以上人口に占める行動者数の割合。次の式により算出した。 

  行動者率＝行動者数÷各属性の１０歳以上人口×１００（％） 

 

２ 生活時間に関する結果 

  １日の行動を２０種類に分類し，時間帯（１５分単位）別の行動状況（同時に２種類以上の行動

をした場合は，主なもの１つ）から，行動の種類別に一人１日当たりの平均時間及び該当する行動

をした人の平均時間などを週全体の平均または曜日別に集計したもの。 

（１） 行動の種類 

２０種類の行動を次のように大きく３つの活動にまとめている。（※ P14 表１を参照） 

○１次活動・・・睡眠，食事など生理的に必要な活動 

○２次活動・・・仕事，家事など社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動 

○３次活動・・・１次活動，２次活動以外で各人が自由に使える時間における活動 

（２） 行動者数 

調査日（調査区毎に指定した連続した２日間）に当該行動をした人の数  

（３）平均時間 

行動の種類別平均時間は，一人１日当たりの平均行動時間数で，総平均と行動者平均，曜日別

平均と週全体平均とがある。 



 

 

○総平均・・・該当する種類の行動をしなかった人を含む全員についての平均 

○行動者平均・・・該当する種類の行動をした人のみについての平均 

○曜日別平均・・・調査の曜日毎に平均値を算出したもの。平日平均（月曜日～金曜日 

の平均値），月曜日～日曜日平均がある。 

    ○週全体平均・・・次の式により曜日別結果を平均して算出した。 

            （月曜日平均＋・・・・・・＋日曜日平均） 

                     ７ 

    

  ただし，ある曜日（平日）に当該属性を持つ客体が存在しない場合は以下のとおり算出した。 

   ○週全体の総平均時間   （５×平日平均＋土曜日平均＋日曜日平均） 

                         ７ 

    （注）平日すべて，土曜日及び日曜日のうち，1 つでも当該属性を持つ客体が存在しない場合は，算出せ

ず「－」で表章した。 

   ○週全体の行動者平均時間   （月曜日平均＋・・・＋日曜日平均）＊   

                   月曜日～日曜日の当該行動者のいる曜日数   

                    ＊当該行動者のいる曜日のみ 
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Ⅰ  生活行動に関する結果 

１ 学習・自己啓発・訓練【統計表 第１表①～④】 

(１) １年間に「学習・自己啓発・訓練」を行った人の割合は 36.7％ 

「学習・自己啓発・訓練」の行動者率は総数で 36.7%となっている。男女別にみると，

男性は 35.8%，女性は 37.6%で，女性が 1.8 ポイント高くなっている。 

行動者率を年齢階級別にみると，15～24 歳が最も高く，75歳以上が最も低くなって

いる。また，45～54 歳を除く全ての階級で女性の割合が高くなっている。（図１） 

「学習・自己啓発・訓練」の種類別に男女別の行動者率をみると，男性は「パソコン

などの情報処理」が 15.5％と最も高く，次いで「人文・社会・自然科学」が 11.8％，

「英語」が 9.5％などとなっている。女性は「家政・家事」が 16.3％と最も高く，次い

で「芸術・文化」が 12.2％，「英語」が 10.3％などとなっている。（図２） 

 

注 1）「学習・自己啓発・訓練」とは，個人の自由時間を活用して，知識・教養を高めるため，転職・就職のため，ある

いは現在の仕事に役立てるためなどの目的で行うものをいう。 

注 2）「人文・社会・自然科学」とは，「歴史学，会計学，経営学，経済学，数学，生物学，農学」などに取り組んでいる

ことをいう。 

注 3）「芸術・文化」とは，「絵画・彫刻・手工芸・音楽・舞踏・写真・書道」などに取り組んでいることをいう。 

 

 図１ 「学習・自己啓発・訓練」の年齢階級，男女別行動者率－宮城県（平成 28年） 

図２ 「学習・自己啓発・訓練」の種類，男女別行動者率－宮城県（平成 28 年） 

(％) 

(％) 
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(２) 平成 23 年と比べて「英語」，「家政・家事」が上昇 

行動者率を平成 23年と比べると，総数で 35.8％から 36.7％へ 0.9 ポイント上昇し

ている。種類別にみると，「英語」,「家政・家事」が 1.5 ポイントと最も上昇して

おり，次いで「人文・社会・自然科学」が 1.3 ポイント，「介護関係」,「芸術・文

化」が 0.6 ポイントの上昇などとなっている。（図３） 

種類別に全国と比べてみると，「介護関係」が 0.7 ポイントと最も高くなってお

り，次いで「人文・社会・自然科学」が 0.6 ポイント，「家政・家事」が 0.2 ポイン

ト全国よりも高くなっている。（図４） 

 

 図３ 「学習・自己啓発・訓練」の種類別行動者率－宮城県（平成 23年，28年） 

 

  図４ 「学習・自己啓発・訓練」の種類別行動者率－宮城県，全国（平成 28 年） 

(％) 

(％) 
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２ ボランティア活動【統計表 第２表①～②】 

(１) １年間に「ボランティア活動」を行った人の割合は 26.7％ 

「ボランティア活動」の行動者率は総数で 26.7%となっている。男女別にみると，男

性は 24.4%，女性は 28.9%で，女性が 4.5 ポイント高くなっている。 

行動者率を年齢階級別にみると，65～74 歳が最も高く，25～34 歳が最も低くなって

いる。また，55～64 歳及び 75 歳以上を除く全ての階級で女性の割合が高くなってい

る。（図５） 

「ボランティア活動」の種類別に男女別の行動者率をみると，男性は「まちづくりの

ための活動」が 13.9％と最も高く，次いで「安全な生活のための活動」が 7.3％，「子

供を対象とした活動」が 5.4％などとなっている。女性は「まちづくりのための活動」

が 13.0％と最も高く，次いで「子供を対象とした活動」が 10.9％，「安全な生活のため

の活動」が 7.1％などとなっている。（図６） 

 

 

 

 

 図５ 「ボランティア活動」の年齢階級，男女別行動者率－宮城県（平成 28年） 

 

図６ 「ボランティア活動」の種類，男女別行動者率－宮城県（平成 28年） 

(％) 

(％) 

注 1）「まちづくりのための活動」とは，道路や公園等の清掃，花いっぱい運動，まちおこしなどをいう。 

注 2）「安全な生活のための活動」とは，防災活動，防犯活動，交通安全運動などをいう。 

注 3）「子供を対象とした活動」とは，子供会の世話，子育て支援ボランティア，学校行事の手伝いなどをいう。 
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(２) 平成 23 年と比べて「災害に関係した活動」が大幅に低下 

行動者率を平成 23年と比べると，総数で 30.7％から 26.7％へ 4.0 ポイント低下し

ている。種類別にみると，「災害に関係した活動」が 9.1 ポイントと最も低下してお

り，次いで「高齢者を対象とした活動」が 0.9 ポイント，「国際協力に関係した活

動」が 0.6 ポイントの低下となっている。一方，上昇しているのは「子供を対象とし

た活動」,「スポーツ・文化・芸術・学術に関係した活動」で 1.0 ポイント上昇して

いる。（図７） 

種類別に全国と比べてみると，「安全な生活のための活動」が 2.2 ポイントと最も

高くなっており，次いで「まちづくりのための活動」が 2.1 ポイント，「自然や環境

を守るための活動」が 0.9 ポイント全国よりも高くなっている。（図８） 

 

図７ 「ボランティア活動」の種類別行動者率－宮城県（平成 23 年，28年） 

図８ 「ボランティア活動」の種類別行動者率－宮城県，全国（平成 28年） 

(％) 

(％) 
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(３) 形態別にみると「団体等に加入して行っている」の割合が高い 

形態別に行動者率をみると，「団体等に加入して行っている」が 20.3％，「団体等

に加入しないで行っている」が 6.7％となっている。「団体等に加入して行ってい

る」について内訳をみると，行動者率は「地域社会とのつながりの強い町内会などの

組織」が 14.1％と最も高くなっている。（図９） 

 

図９ 「ボランティア活動」の形態別行動者率－宮城県（平成 28 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 複数回答あり 
(％) 
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 (４)「災害に関係した活動」を行った人の割合は全国７位 

「災害に関係した活動」の行動者率の推移をみると，東日本大震災の発生した平成

23 年と比べて，総数で 11.1％から 2.0％へ 9.1 ポイントと大幅に低下しているが，

平成 18 年の 1.4％と比べると，0.6 ポイント高くなっている。（図１０） 

 都道府県の順位をみると，平成 23 年は 1位であったが，平成 28 年は 7位となっ

ている。宮城県の「災害に関係した活動」の行動者率は平成 23年から低下してい

るが，全国の中では比較的，高い行動者率となっている。（図１１） 

 

図１０ 「災害に関係した活動」の男女別行動者率の推移－宮城県（平成 13 年～28年） 

 

図１１ 「災害に関係した活動」の都道府県別行動者率－全国（平成 23年，28年） 

  

(％) 

※ 国土地理院の白地図を使用した。 

平成 28 年 平成 23 年 順位 全国 3.8

1 岩手県 11.1

1 宮城県 11.1
3 山形県 6.9
4 福島県 6.5
5 山梨県 5.9
6 東京都 5.3
7 秋田県 4.6
7 和歌山県 4.6
9 栃木県 4.5

10 茨城県 4.4

順位 全国 1.5

1 熊本県 8.4

2 福岡県 2.6
3 岩手県 2.4
4 山梨県 2.3
5 佐賀県 2.2
5 宮崎県 2.2
7 宮城県 2.0
7 東京都 2.0
9 鹿児島県 1.9

10 長野県 1.7
10 大分県 1.7

平成23年

平成28年
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３ スポーツ【統計表 第３表①～④】 

(１) １年間に「スポーツ」を行った人の割合は 66.4％ 

「スポーツ」の行動者率は総数で 66.4%となっている。男女別にみると，男性は 71.8%，

女性は 61.2%で，男性が 10.6 ポイント高くなっている。 

行動者率を年齢階級別にみると，10～14 歳が最も高く，45～54 歳にかけて低下し，

65～74 歳で上昇しているが，75 歳以上では 50％を切っている。10～14 歳を除く全て

の階級で男性が女性よりも割合が高くなっている。（図１２） 

行動者率を全国と比べてみると，総数は，宮城県が 66.4％，全国が 68.8％となって

おり，全国よりも 2.4 ポイント低くなっている。年齢階級別に比べてみると，10～14 歳

を除く全ての年齢階級で宮城県が全国を下回っており，特に 15～24 歳の年齢階級で差

が大きく，宮城県が 7.1 ポイント低くなっている。（図１３） 

「スポーツ」の種類別に男女別の行動者率をみると，「ウォーキング・軽い体操」が

男性が 36.5％，女性が 43.6％と男女ともに最も高く，男性は次いで「器具を使ったト

レーニング」が 17.0％，「つり」が 14.6％などとなっている。女性は次いで「器具を使

ったトレーニング」が 12.9％，「水泳」が 9.4％などとなっている。また，女性の行動

者率が男性の割合よりも高い種類は，「ウォーキング・軽い体操」，「バレーボール」の

みとなっている。（図１４） 

 

図１２ 「スポーツ」の年齢階級，男女別行動者率－宮城県（平成 28年） 

 

図１３ 「スポーツ」の年齢階級別行動者率－宮城県，全国（平成 28 年） 
(％) 

(％) 
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図１４ 「スポーツ」の種類，男女別行動者率－宮城県（平成 28 年） 

 

(２) 全国と比べて「バドミントン」を行った人の割合が高い 

行動者率を平成 23年と比べると，総数で 60.2％から 66.4％と 6.2 ポイント上昇し

ている。種類別にみると，「ウォーキング・軽い体操」が 6.3 ポイント上昇と最も上

昇しており，次いで「器具を使ったトレーニング」が 5.9 ポイントの上昇，「バドミ

ントン」が 3.8 ポイントの上昇，「卓球」が 3.4 ポイントの上昇などとなっている。

（図１５） 

種類別に全国と比べてみると，「バドミントン」が 1.9 ポイントと最も高くなって

おり，次いで「バレーボール」が 1.1 ポイント，「卓球」が 0.7 ポイント全国よりも

高くなっている。（図１６） 

 

図１５ 「スポーツ」の種類別行動者率－宮城県（平成 23年，28 年） 

 

(％) 

(％) 
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図１６ 「スポーツ」の種類別行動者率－宮城県，全国（平成 28 年） 

 

(３) １５歳以上の年齢階級で「ウォーキング・軽い体操」を行った人の割合が 

高い 

年齢階級別に種類別の行動者率をみると，10～14 歳では「水泳」が最も高く，15 歳

以上の年齢階級では「ウォーキング・軽い体操」が最も高くなっている。（図１７） 

種類別にみると，「ウォーキング・軽い体操」は 65～74 歳，「器具を使ったトレー

ニング」は 15～24 歳，「ボウリング」,「ジョギング・マラソン」及び「水泳」は 10～

14 歳が最も高い行動者率となっている。（図１７） 

 

図１７ 「スポーツ」の年齢階級，種類別行動者率－宮城県（平成 28年）  

(％) 

(％) 

※総数で行動者率が１０％以上の種類を表章する。 
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４ 趣味・娯楽【統計表 第４表①～④】 

(１) １年間に「趣味・娯楽」を行った人の割合は 86.7％ 

「趣味・娯楽」の行動者率は総数で 86.7%となっている。男女別にみると，男性は

87.9%，女性は 85.6%で，男性が 2.3 ポイント高くなっている。 

行動者率を年齢階級別にみると，25～34 歳が最も高く，次いで 10～14 歳が高くなっ

ている。女性は 10～14 歳，35～44 歳，55～64 歳で男性よりも割合が高くなっている。

（図１８） 

「趣味・娯楽」の種類別に男女別の行動者率をみると，男女ともに「映画館以外での

映画鑑賞」が男性 53.2％，女性 51.7％と最も高く，次いで「ＣＤ・スマートフォンな

どによる音楽鑑賞」が男性 50.2％，女性 49.7％となっている。男性は次いで「テレビ

ゲーム・パソコンゲーム」が 37.7％，「趣味としての読書」が 35.1％，「映画館での映

画鑑賞」が 34.1％などとなっている。女性は次いで「趣味としての読書」が 43.5％，

「映画館での映画鑑賞」が 42.2％，「遊園地、動植物園、水族館などの見物」が 39.8％

などとなっている。（図１９） 

 

図１８ 「趣味・娯楽」の年齢階級，男女別行動者率－宮城県（平成 28年） 

 

図１９ 「趣味・娯楽」の種類，男女別行動者率－宮城県（平成 28年） 

(％) 

(％) 

※総数で行動者率が５％以上の種類を表章する。 



11 

 

(２) 全国と比べて「スポーツ観覧」を行った人の割合が高い 

行動者率を平成 23年と比べると，総数で 85.5％から 86.7％と 1.2 ポイント上昇し

ている。種類別にみると，「映画館以外での映画鑑賞」が 9.9 ポイントの上昇と最も

上昇しており，次いで「遊園地、動植物園、水族館などの見物」が 8.7 ポイントの上

昇，「映画館での映画鑑賞」が 4.1 ポイントの上昇となっている。（図２０） 

種類別に全国と比べてみると，「スポーツ観覧」が 4.9 ポイントと最も高くなって

おり，次いで「遊園地、動植物園、水族館などの見物」が 1.9 ポイント全国よりも高

くなっている。（図２１） 

 

 

図２０ 「趣味・娯楽」の種類別行動者率－宮城県（平成 23 年，28年） 

図２１ 「趣味・娯楽」の種類別行動者率－宮城県，全国（平成 28年） 

注）「映画館以外での映画鑑賞」は，平成 23 年は「DVD･ビデオなどによる映画鑑賞(テレビからの録画は除く)」として調査，平成 28 

年は「映画館以外での映画鑑賞(テレビ･DVD･パソコンなど)」として調査しており，定義の変更があるため比較には注意を要する。 

(％) 

(％) 

※総数で行動者率が５％以上の種類を表章する。 
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５ 旅行・行楽【統計表 第５表①～②】 

(１) １年間に「旅行・行楽」を行った人の割合は 74.1％ 

「旅行・行楽」の行動者率は総数で 74.1%となっている。男女別にみると，男性は

73.0%，女性は 75.1%で，女性が 2.1 ポイント高くなっている。 

行動者率を年齢階級別にみると，10～14 歳が最も高く，75歳以上が最も低くなって

いる。45～54 歳，75 歳以上を除く年齢階級で女性が男性よりも割合が高くなっている。

（図２２） 

「旅行・行楽」の種類別に男女別の行動者率をみると，「行楽（日帰り）」では 5.3 ポ

イント，「旅行（１泊２日以上）」では 2.1 ポイント男性よりも女性の行動者率が高くな

っている。また，男性は「行楽（日帰り）」より「旅行（１泊２日以上）」が 2.7 ポイン

ト高く，女性は「旅行（１泊２日以上）」より「行楽（日帰り）」が 0.5 ポイント高い。

（図２３） 

 

  図２２ 「旅行・行楽」の年齢階級，男女別行動者率－宮城県（平成 28 年） 

 

図２３ 「旅行・行楽」の種類，男女別行動者率－宮城県（平成 28年） 
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(２) 「国内（観光旅行）」は東日本大震災が発生した平成 23 年は低下したが, 

  平成 28 年は上昇に転じた 

行動者率を平成 18年から５年ごとに比較してみると，平成 18 年の総数は 75.7％，

平成 23 年は 73.9％，平成 28年は 74.1％と，東日本大震災が発生した平成 23年は低

下したが，平成 28年は上昇に転じた。行動者率の推移を種類別にみると，「国内

（観光旅行）」は，平成 23 年は平成 18年より 6.9 ポイント低下していたが，平成 28

年は平成 23 年より 4.4 ポイントの上昇となっている。一方，「帰省・訪問などの旅

行」は，平成 23 年は平成 18年より 4.2 ポイント上昇しており，平成 28年はさらに

0.7 ポイントの上昇となっている。（図２４） 

 

 図２４ 「旅行・行楽」の種類別行動者率の推移－宮城県（平成 18年～28 年） 
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Ⅱ  生活時間に関する結果 

１ １日の生活時間の配分 

１次活動，２次活動が減少し，３次活動が増加 

10 歳以上の人について，行動の種類別に週全体平均(以下「週全体」という。)によ

る１日の生活時間をみると，「睡眠」が７時間 46分，「仕事」が３時間 32分，「テレビ･

ラジオ･新聞･雑誌」が２時間 11 分などとなっている。（表１，図２５） 

平成 23 年と比べると「休養･くつろぎ」が 13 分の増加と最も増加が大きく，「テレ

ビ･ラジオ･新聞･雑誌」が 15 分の減少と最も減少が大きくなっている。（表１，図２５） 

生活時間について，男女別に比べると「仕事」は男性が女性よりも２時間 20分長く，

「家事」は女性が男性よりも２時間９分長くなっている。（表１，図２６） 

全国と比べると「睡眠」が６分長くなっており，「通勤･通学」，「テレビ･ラジオ･新聞･

雑誌」，「学習・自己啓発・訓練(学業以外)」が４分短くなっている。（表１，図２７） 

 

注１）「1次活動」とは，睡眠，食事など生理的に必要な活動 

注２）「２次活動」とは，仕事，家事など社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動 

注３）「３次活動」とは，１次活動，２次活動以外で各人が自由に使える時間における活動 

 

 

表１ 男女，行動の種類別生活時間(平成 23 年，28 年)－週全体(宮城県)  

 

(時間.分) 

平成23年 28年 増減 平成23年 28年 増減 平成23年 28年 増減 全国 宮城県 差

１次活動 10.49 10.46 -0.03 10.43 10.40 -0.03 10.54 10.53 -0.01 10.41 10.46 0.05
睡眠 7.49 7.46 -0.03 7.54 7.50 -0.04 7.44 7.43 -0.01 7.40 7.46 0.06
身の回りの用事 1.22 1.19 -0.03 1.13 1.11 -0.02 1.30 1.26 -0.04 1.22 1.19 -0.03
食事 1.39 1.41 0.02 1.36 1.39 0.03 1.41 1.43 0.02 1.40 1.41 0.01

２次活動 6.58 6.55 -0.03 6.55 6.49 -0.06 7.02 7.00 -0.02 6.57 6.55 -0.02
通勤・通学 0.30 0.30 0.00 0.38 0.38 0.00 0.24 0.22 -0.02 0.34 0.30 -0.04
仕事 3.37 3.32 -0.05 4.39 4.44 0.05 2.39 2.24 -0.15 3.33 3.32 -0.01
学業 0.42 0.40 -0.02 0.51 0.40 -0.11 0.33 0.41 0.08 0.42 0.40 -0.02
家事 1.26 1.25 -0.01 0.23 0.19 -0.04 2.25 2.28 0.03 1.23 1.25 0.02
介護・看護 0.02 0.05 0.03 0.01 0.04 0.03 0.03 0.06 0.03 0.04 0.05 0.01
育児 0.13 0.15 0.02 0.06 0.06 0.00 0.20 0.24 0.04 0.15 0.15 0.00
買い物 0.28 0.27 -0.01 0.18 0.18 0.00 0.37 0.35 -0.02 0.26 0.27 0.01

３次活動 6.13 6.19 0.06 6.22 6.31 0.09 6.04 6.07 0.03 6.22 6.19 -0.03
移動(通勤・通学を除く) 0.31 0.33 0.02 0.32 0.33 0.01 0.29 0.32 0.03 0.29 0.33 0.04
テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 2.26 2.11 -0.15 2.27 2.12 -0.15 2.26 2.11 -0.15 2.15 2.11 -0.04
休養・くつろぎ 1.24 1.37 0.13 1.21 1.35 0.14 1.27 1.39 0.12 1.37 1.37 0.00
学習・自己啓発・訓練(学業以外) 0.11 0.09 -0.02 0.12 0.10 -0.02 0.10 0.09 -0.01 0.13 0.09 -0.04
趣味・娯楽 0.41 0.45 0.04 0.47 1.00 0.13 0.37 0.32 -0.05 0.47 0.45 -0.02
スポーツ 0.11 0.13 0.02 0.15 0.18 0.03 0.07 0.09 0.02 0.14 0.13 -0.01
ボランティア活動・社会参加活動 0.04 0.04 0.00 0.04 0.03 -0.01 0.04 0.04 0.00 0.04 0.04 0.00
交際・付き合い 0.17 0.17 0.00 0.17 0.15 -0.02 0.18 0.19 0.01 0.17 0.17 0.00
受診・療養 0.08 0.08 0.00 0.09 0.08 -0.01 0.08 0.09 0.01 0.08 0.08 0.00
その他 0.18 0.21 0.03 0.18 0.17 -0.01 0.18 0.25 0.07 0.19 0.21 0.02

全国との比較女男総数
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図２５ 行動の種類別生活時間(平成 23 年，28 年)－週全体(宮城県) 

 

図２６ 男女，行動の種類別生活時間(平成 28 年)－週全体(宮城県) 

 

図２７ 行動の種類別生活時間(平成 28 年)－週全体(宮城県，全国)  

(時間.分) 

(時間.分) 

(時間.分) 
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２ 家事関連時間 

(１) 家事関連時間は全ての種類，年齢階級で女性が男性よりも長い 

家事関連時間を男女別に比べると，「家事」,「介護・看護」,「育児」,「買い

物」の全ての種類で女性が男性よりも長くなっており，「家事」が２時間９分，「育

児」が 18分，女性の方が長くなっている。（表１，図２８） 

また，全国と比べると，総数で「家事」が２分，「介護・看護」，「買い物」がそ

れぞれ１分，全国よりも長くなっている。（表１,図２８） 

   家事関連時間を，男女，年齢階級別にみると，全ての年齢階級で女性が男性よりも

長くなっている。女性は 40～44 歳が５時間と最も長く，次いで，35～39 歳が４時間

49 分となっている。男性は 70～74 歳が１時間 49分と最も長く，次いで，75 歳以上

が１時間 22 分となっている。（表２，図２９） 

 

   

図２８ 男女，家事関連の種類別生活時間(平成 28 年)－週全体(宮城県，全国) 

 

図２９ 男女，年齢階級別家事関連の生活時間(平成 28 年)－週全体(宮城県) 

表２ 男女，年齢階級別家事関連の生活時間(平成 28 年)－週全体(宮城県)  

(時間.分) 

10～ 15～ 20～ 25～ 30～ 35～ 40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70～ 75歳
14歳 19歳 24歳 29歳 34歳 39歳 44歳 49歳 54歳 59歳 64歳 69歳 74歳 以上

男 0.15 0.10 0.06 0.30 0.58 0.51 0.41 0.41 0.51 0.37 0.47 0.59 1.49 1.22

女 0.23 0.21 1.37 2.48 4.26 4.49 5.00 4.14 3.25 4.23 4.32 4.39 4.17 2.47

注）「家事関連時間」とは，「家事」，「介護・看護」，「育児」及び「買い物」をいう。 

(時間.分) 

(時間.分) 
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 (２) 家事関連時間はおおむね男女ともに増加傾向 

家事関連時間を男女別に平成 23 年と比べると，男性は 47 分で１分の減少，女性は

３時間 33分で８分の増加となっている。（図３０） 

過去 20 年間の家事関連時間の推移をみると，男女ともに増加傾向となっており，

平成８年に比べ，男性は 24 分，女性は 15 分の増加となっている。男女の差は２時間

46 分と，平成８年の２時間 55分と比べると９分縮小しているが，依然として差は大

きい。（図３０） 

 

図３０ 男女，家事関連の種類別生活時間の推移(平成 8年～28 年)－週全体(宮城県) 

  

(時間.分) 

(時間.分) 

(時間.分) 

(時間.分) 

(時間.分) 
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３ 仕事時間 

(１) 仕事時間は減少傾向，全国と比べて男性は短く，女性は長い 

有業者(15 歳以上。以下同じ。)についてみると，有業者の仕事時間は，男性が６時

間 43分，女性が５時間 00 分と，男性が女性よりも１時間 43 分長くなっている。平成

23 年と比べると，男性は６分，女性は 17 分の減少となっている。（図３１） 

過去 15 年間の仕事時間の推移を男女別にみると，男女ともに平成 18 年以降減少傾

向となっている。平成 18年に比べ，男性は 17 分，女性は 20分減少している。男性は

平成 23 年から全国よりも短くなっており，女性は平成 13 年から継続して全国よりも

長くなっている。（図３１） 

 

 

図３１ 男女別仕事時間の推移(平成 13 年～28 年)  

－週全体，有業者，15歳以上(宮城県，全国) 

 

 

 

 

 

(時間.分) 
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(２) 「雇用されている人」は男女ともに仕事時間が減少 

有業者の仕事時間を従業上の地位別にみると，「雇用されている人」が６時間９

分，「自営業主」が５時間 23分となっている。男女別にみると，「雇用されている

人」，「自営業主」ともに男性の方が女性よりも長くなっており，「雇用されている

人」は１時間 38 分，「自営業主」は２時間 21 分，男性の方が長くなっている。（表

３，図３２） 

平成 23 年と比べると，「雇用されている人」では男女ともに仕事の時間は減少し

ているが，「自営業主」では男性が７分増加し，女性が 25分減少している。（表

３，図３３） 

全国と比べると，「雇用されている人」では男性が２分短く，女性が 19分長くな

っている。「自営業主」では，男性が 30 分，女性が 37分とともに短くなっている。

（表３，図３４） 

 

表３ 男女，従業上の地位別仕事時間の推移(平成 23 年，28 年)－週全体(宮城県，全国)  

 

 

図３２ 男女，従業上の地位別仕事時間(平成 28年)－週全体,有業者,15 歳以上(宮城県) 

 

(時間.分) 

平成23年 平成28年 増減 平成23年 平成28年 増減

総数 6.09 6.00 -0.09 6.02 5.55 -0.07
　雇用されている人 6.19 6.09 -0.10 6.07 5.59 -0.08
　自営業主 5.24 5.23 -0.01 6.07 5.55 -0.12
総数 6.49 6.43 -0.06 6.56 6.49 -0.07
　雇用されている人 7.01 6.51 -0.10 7.02 6.53 -0.09
　自営業主 5.51 5.58 0.07 6.36 6.28 -0.06
総数 5.17 5.00 -0.17 4.50 4.47 -0.03
　雇用されている人 5.30 5.13 -0.17 4.59 4.54 -0.05
　自営業主 4.02 3.37 -0.25 4.18 4.14 -0.04

女

宮　城　県 全　国

総
数

男

(時間.分) 
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図３３ 従業上の地位別仕事時間(平成 23 年,28 年)－週全体,有業者,15 歳以上(宮城県)  

 

図３４ 従業上の地位別仕事時間(平成 28 年)－週全体,有業者,15 歳以上(宮城県，全国)  

 

 

 

 

  

(時間.分) 

(時間.分) 
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(３) 「正規の職員・従業員」及び「正規の職員・従業員以外」ともに仕事時間

が減少 

有業者のうち雇用されている人の仕事時間を雇用形態別にみると，「正規の職員・従

業員」が７時間７分，「正規の職員・従業員以外」が４時間 36分となっている。男女

別にみると，雇用形態にかかわらず，仕事時間は男性の方が女性よりも長くなっており，

「正規の職員・従業員」は 45分，「正規の職員・従業員以外」は１時間１分男性の方

が長くなっている。（表４，図３５） 

平成 23 年と比べると，「正規の職員・従業員」は男性が２分，女性が 10分減少し，

「正規の職員・従業員以外」は男性が 39 分，女性が 25分減少している。雇用形態にか

かわらず，仕事時間は平成 23 年よりも減少しているが，「正規の職員・従業員以外」

の減少幅が大きい。（表４，図３６） 

全国と比べると，「正規の職員・従業員」では男性が 13 分短く，女性が 19 分長くな

っている。「正規の職員・従業員以外」では男性が 19 分，女性が 14 分長くなってい

る。（表４，図３７） 

   
注）「正規の職員・従業員以外」とは，パート，アルバイト，契約社員，嘱託，労働者派遣事業所の派遣社員等を 

いう。 

 

表４ 男女，雇用形態別仕事時間(平成 23 年，28年) 

－週全体，雇用されている人，15歳以上(宮城県，全国)  

 

人口
（千人）

仕事時間
（時間．分）

人口
（千人）

仕事時間
（時間．分）

人口
（千人）

仕事時間
（時間．分）

雇用されている人 976 6.19 1,037 6.09 61 -0.10

　正規の職員・従業員 583 7.10 634 7.07 51 -0.03

　正規の職員・従業員以外　 394 5.03 403 4.36 9 -0.27

雇用されている人 538 7.01 592 6.51 54 -0.10

　正規の職員・従業員 412 7.22 452 7.20 40 -0.02

　正規の職員・従業員以外　 126 5.55 140 5.16 14 -0.39

雇用されている人 438 5.30 446 5.13 8 -0.17

　正規の職員・従業員 170 6.45 182 6.35 12 -0.10

　正規の職員・従業員以外　 268 4.40 264 4.15 -4 -0.25

雇用されている人 53,455 6.07 55,826 5.59 2,371 -0.08

　正規の職員・従業員 31,992 7.13 32,850 7.09 858 -0.04

　正規の職員・従業員以外　 21,463 4.29 22,977 4.19 1,514 -0.10

雇用されている人 29,549 7.02 30,248 6.53 699 -0.09

　正規の職員・従業員 22,718 7.35 22,662 7.33 -56 -0.02

　正規の職員・従業員以外　 6,831 5.14 7,587 4.57 756 -0.17

雇用されている人 23,906 4.59 25,578 4.54 1,672 -0.05

　正規の職員・従業員 9,274 6.18 10,188 6.16 914 -0.02

　正規の職員・従業員以外　 14,633 4.09 15,390 4.01 757 -0.08

増減

総
数

男

女

宮
城
県

全
　
国

平成23年 平成28年

総
数

男

女
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図３５ 男女，雇用形態別仕事時間(平成 28 年)－週全体，有業者，15 歳以上(宮城県) 

 

図３６ 雇用形態別仕事時間(平成 23，28 年)－週全体，有業者，15歳以上(宮城県) 

 

図３７ 雇用形態別仕事時間(平成 28 年)－週全体，有業者，15歳以上(宮城県，全国) 

(時間.分) 

(時間.分) 

(時間.分) 
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４ 夫と妻の生活時間 

(１) 夫の家事関連時間は増加傾向 

過去 15 年間の子供のいる世帯の夫と妻の家事関連時間の推移をみると，夫の家事関

連時間はおおむね増加傾向であるが，平成 23 年と比べると，「家事」の減少に伴い，

家事関連時間は減少に転じている。妻の家事関連時間は減少傾向となっていたが，平成

23 年と比べると，「育児」が大きく増加したことに伴い，増加に転じている。（図３８） 

 

図３８ 行動の種類別夫･妻の生活時間の推移(平成 13～28 年)  

－週全体，子供のいる世帯の夫・妻(宮城県) 

(時間.分) (時間.分) 
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(２) ６歳未満の子供を持つ世帯では夫と妻の家事関連時間の差は約６時間 

子供がいる世帯のうち，６歳未満の子供がいる世帯について夫と妻の家事関連時間

をみると，妻は夫よりも６時間２分長くなっている。（表５，図３９） 

平成 23 年と比べると，夫の家事関連時間は６分減少，妻の家事関連時間は７分増

加しており，その差は５時間 49 分から６時間２分と 13分拡大した。（表５，図３９） 

曜日でみると，夫の家事関連時間は平日と比べて土曜日，日曜日は１時間以上長く

なっており，「育児」，「買い物」で平日よりも土曜日，日曜日が大きく増えている。

妻の家事関連時間も平日と比べて土曜日，日曜日が長くなっているが，「育児」は日

曜日が最も短くなっている。（表６，図４０） 

 

表５ 行動の種類別６歳未満の子供を持つ夫･妻の家事関連時間の推移(平成 23，28 年) 

－週全体，子供のいる世帯の夫・妻(宮城県)  

 

 

図３９ 行動の種類別６歳未満の子供を持つ夫･妻の家事関連時間(平成 23，28 年) 

－週全体，子供のいる世帯の夫・妻(宮城県) 

 

 

 

 

 

(時間.分) 

(時間.分) 

家事
介護・
看護

育児 買い物 家事
介護・
看護

育児 買い物

平成23年 1.29 0.22 0.00 0.47 0.20 7.18 3.45 0.06 2.48 0.39

平成28年 1.23 0.13 - 0.50 0.20 7.25 3.16 0.03 3.23 0.43

夫 妻

家事関連 家事関連
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表６ 曜日，行動の種類別６歳未満の子供を持つ夫･妻の生活時間(平成 28 年)  

－平日，土曜日，日曜日，子供のいる世帯の夫・妻(宮城県)  

 

 

図４０ 曜日，行動の種類別６歳未満の子供を持つ夫･妻の生活時間(平成 28 年)  

－平日，土曜日，日曜日，子供のいる世帯の夫・妻(宮城県) 

 

  

(時間.分) (時間.分) 

(時間.分) 

家事関連
時間

家事 介護・看護 育児 買い物

平日 0.57 0.11 - 0.41 0.05
土曜日 2.12 0.16 - 1.16 0.40
日曜日 2.40 0.15 - 1.10 1.15
平日 7.20 3.20 0.04 3.28 0.28

土曜日 7.45 3.03 0.00 3.34 1.08
日曜日 7.42 3.14 0.04 2.46 1.38

夫

妻
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(３) 妻の育児時間は「夫が有業で妻が無業の世帯」で大きく増加 

子供がいる世帯のうち，「共働き世帯」及び「夫が有業で妻が無業の世帯」について，

過去 10 年間の夫と妻の生活時間を比べてみると，「共働き世帯」では「夫が有業で妻

が無業の世帯」よりも，夫の仕事等の時間，夫の家事時間，妻の仕事等の時間が長くな

っている。（表７，図４１） 

「夫が有業で妻が無業の世帯」では「共働き世帯」よりも，夫の育児時間，妻の家事

時間，妻の育児時間が長くなっている。（表７，図４１） 

 

表７ 共働きか否か，行動の種類別生活時間の推移(平成 18～28 年)  

－週全体，子供のいる世帯の夫･妻(宮城県)  

 

図４１ 共働きか否か，行動の種類別生活時間の推移(平成 18 年～28 年) 

－週全体，子供のいる世帯の夫･妻(宮城県)  

(時間.分) 

(時間.分) 

(時間.分) 

平成18年 平成23年 平成28年 平成18年 平成23年 平成28年

仕事等 8.17 8.04 8.21 8.03 7.58 7.17

家事関連 0.34 0.52 0.48 0.41 0.57 0.53

　うち家事 0.12 0.21 0.12 0.07 0.14 0.08

　　　育児 0.12 0.14 0.18 0.19 0.19 0.20

仕事等 5.17 5.09 5.29 0.03 0.14 0.01

家事関連 4.17 4.24 4.31 7.15 7.21 8.17

　うち家事 3.08 3.01 3.05 4.49 4.45 4.45

　　　育児 0.30 0.43 0.43 1.41 1.27 2.36

妻

共働き世帯 夫が有業で妻が無業の世帯

夫

(時間.分) 

(時間.分) (時間.分) 

(時間.分) 
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５ 高齢者の生活時間 

(１) 高齢者の仕事等の時間が男女ともに増加 

65 歳以上の高齢者の生活時間について男女別にみると，男性は女性よりも仕事等の

時間が１時間 36 分長くなっており，女性は男性よりも家事関連時間が２時間 17 分長

くなっている。（表８，図４２） 

平成 23 年と比べると，仕事等の時間は男性が 41 分，女性が６分とともに増加とな

っており，家事関連時間は男性が７分の増加，女性が１分の減少となっている。（表８，

図４２） 

過去 15 年間の 65 歳以上の高齢者の仕事時間の推移をみると，平成 23年までは男女

ともに減少傾向であったが，平成 28 年は増加に転じている。（図４３） 

全国と比べると，女性は仕事等の時間が 23 分短く，男性は家事関連時間が 15 分長

くなっている。（表８，図４４） 

 

 

表８ 男女，行動の種類別生活時間(平成 23，28 年)－週全体，65歳以上(宮城県)  

 

図４２ 男女，行動の種類別生活時間(平成 23，28 年)－週全体，65歳以上(宮城県) (時間.分) 

(時間.分) 

平成23年 28年 増減 平成23年 28年 増減
仕事等 1.27 2.08 0.41 0.26 0.32 0.06
通勤・通学 0.05 0.13 0.08 0.01 0.04 0.03
仕事 1.21 1.52 0.31 0.24 0.27 0.03
学業 0.01 0.03 0.02 0.01 0.01 0.00

家事関連時間 1.13 1.20 0.07 3.38 3.37 -0.01
家事 0.48 0.41 -0.07 2.51 2.54 0.03
介護・看護 0.03 0.13 0.10 0.05 0.09 0.04
育児 0.02 0.02 0.00 0.02 0.03 0.01
買い物 0.20 0.24 0.04 0.40 0.31 -0.09

仕事等 1.55 2.07 0.12 0.48 0.55 0.07
通勤・通学 0.08 0.13 0.05 0.03 0.05 0.02
仕事 1.47 1.53 0.06 0.44 0.49 0.05
学業 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00

家事関連時間 1.08 1.05 -0.03 3.37 3.39 0.02
家事 0.40 0.36 -0.04 2.53 2.52 -0.01
介護・看護 0.04 0.04 0.00 0.06 0.07 0.01
育児 0.02 0.02 0.00 0.03 0.03 0.00
買い物 0.22 0.23 0.01 0.35 0.37 0.02

宮
城
県

全
国

男 女

注）「仕事等」とは，「通勤･通学」，「仕事」及び「学業」をいう。 
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図４３ 男女別仕事時間の推移(平成 13～28 年)－週全体，65 歳以上(宮城県) 

 

図４４ 男女，行動の種類別生活時間(平成 28 年)－週全体，65歳以上(宮城県，全国) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(時間.分) 

(時間.分) 
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(２) 高齢者で介護をしている人が増加 

65 歳以上の高齢者のうち普段家族を介護をしている人は６万人で，平成 23年と比べ

ると３万１千人の増加，65 歳以上人口に占める割合（人口比）は 4.5 ポイントの上昇

となっている。（表９，図４５） 

65 歳以上の高齢者のうち介護をしている人を男女別に平成 23 年と比べると，「介護･

看護」の行動者平均時間は男性が増加，女性が減少となっている。（表９，図４５） 

全国と比べると，介護をしている人の人口比は男性が 3.8 ポイント，女性が 2.4 ポイ

ントとともに高くなっており，「介護･看護」の行動者平均時間は男性が長く，女性が

短くなっており，総数では同程度となっている。（表９，図４６） 

 

表９ 男女別，介護者の推移(平成 23 年，28 年)－週全体，65歳以上(宮城県，全国)   

 

図４５ 男女別，介護をしている人の介護･看護行動者平均時間(平成 23 年,28 年) 

－週全体，65歳以上(宮城県) 

 

図４６ 男女別，介護をしている人の介護･看護行動者平均時間(平成 28 年) 

－週全体，65歳以上(宮城県，全国)  (時間.分) 

(時間.分) 

平成23年 28年 増減 平成23年 28年 差 平成23年 28年 増減
総数 29 60 31 6.0 10.5 4.5 2.04 2.47 0.43
男 7 28 21 3.3 11.0 7.7 2.12 4.19 2.07
女 21 32 11 7.6 10.0 2.4 2.00 1.55 -0.05
総数 1,809 2,383 574 6.6 7.5 0.9 2.48 2.40 -0.08
男 770 1,026 256 6.4 7.2 0.8 2.45 2.44 -0.01
女 1,039 1,358 319 6.7 7.6 0.9 2.51 2.38 -0.13

介護・看護の行動者平均時間
　　　　　　　 （時間.分）

宮
城
県

全
国

介護をしている人（千人） 人口比（％，差はポイント）
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６ スマートフォン・パソコンなどの使用状況 

(１) スマートフォン・パソコンなどを使用した人の割合は男女ともに約６割 

スマートフォン・パソコンなどを使用した人の割合(以下「使用割合」という。)は，

総数で男性が 60.8％，女性が 57.3％となっている。男女，年齢階級別にみると，男性

は 25～29 歳，女性は 30～34 歳の使用割合が最も高くなっている。30～59 歳の年齢階

級では女性の方が使用割合が高くなっているが，60 歳以上では男性の方が使用割合が

高くなっている。（表１０，図４７，図４８） 

曜日別にみると，男女ともに平日の使用割合が最も高く，次いで土曜日となってお

り，日曜日の使用割合が最も低くなっている。（表１１，図４９） 

全国と比べると，土曜日，日曜日において男女ともに使用割合が低くなっている。（表

１１，図４９） 

 

 

 

 

表１０ 男女，年齢階級別スマートフォン・パソコンなどの使用状況(平成 28 年) 

－週全体(宮城県) 

 

図４７ 男性，年齢階級別スマートフォン・パソコンなどの使用割合(平成 28 年)  

－週全体(宮城県，全国) 

注 1） 「スマートフォン・パソコンなど」とは，スマートフォン・パソコンのほか，スマートフォン以外の携帯電話，タブ 

レット型端末を含む。 

注 2） 「スマートフォン・パソコンなどの使用」とは，学業，仕事以外の目的で使用した場合をいう。 

注 3） 「スマートフォン・パソコンなどの使用割合」は，人口に占めるスマートフォン・パソコンなどを使用した人の割合 

を算出している。 

(％) 

人口
（千人）

使用した人
（千人）

使用割合
（％）

人口
（千人）

使用した人
（千人）

使用割合
（％）

総数 1023 622 60.8 1068 612 57.3
10～14歳 51 33 64.7 49 26 53.1
15～19歳 58 53 91.4 54 48 88.9
20～24歳 63 55 87.3 59 53 89.8
25～29歳 63 59 93.7 59 52 88.1
30～34歳 68 58 85.3 67 62 92.5
35～39歳 76 59 77.6 74 68 91.9
40～44歳 86 67 77.9 83 71 85.5
45～49歳 79 61 77.2 76 60 78.9
50～54歳 70 44 62.9 69 50 72.5
55～59歳 74 34 45.9 74 43 58.1
60～64歳 81 40 49.4 83 38 45.8
65～69歳 90 33 36.7 93 28 30.1
70～74歳 56 16 28.6 63 11 17.5
75歳以上 109 12 11.0 164 3 1.8

男 女
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図４８ 女性，年齢階級別スマートフォン・パソコンなどの使用割合(平成 28 年)  

－週全体(宮城県，全国) 

 

表１１ 男女，曜日別スマートフォン・パソコンなどの使用状況(平成 28年) 

－週全体(宮城県，全国)  

 

図４９ 男女，曜日別スマートフォン・パソコンなどの使用割合(平成 28年) 

－週全体(宮城県，全国) 

 

 

 

  

(％) 

(％) 

人口
（千人）

使用した人
（千人）

使用割合
（％）

人口
（千人）

使用した人
（千人）

使用割合
（％）

人口
（千人）

使用した人
（千人）

使用割合
（％）

人口
（千人）

使用した人
（千人）

使用割合
（％）

総数 2,091 1,234 59.0 2,091 1,264 60.4 2,091 1,187 56.8 2,091 1,130 54.0
男 1,023 622 60.8 1,023 637 62.3 1,023 596 58.3 1,023 576 56.3
女 1,068 612 57.3 1,068 628 58.8 1,068 590 55.2 1,068 554 51.9
総数 113,300 68,117 60.1 113,300 68,444 60.4 113,300 68,396 60.4 113,300 66,205 58.4
男 55,207 34,193 61.9 55,207 34,328 62.2 55,207 34,457 62.4 55,207 33,255 60.2
女 58,093 33,924 58.4 58,093 34,116 58.7 58,093 33,939 58.4 58,093 32,950 56.7

土曜日 日曜日

全
国

宮
城
県

週全体 平日
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(２) スマートフォン・パソコンなどの使用時間は 20～24 歳が長い傾向 

スマートフォン・パソコンなどの使用について，男女別に使用時間ごとの割合をみ

ると，「１～３時間未満」と「１時間未満」の順で男女とも割合が高いが，女性の割

合が男性よりも高くなっている。全国と比べると，男性は「３～６時間未満」，「12

時間以上」で，女性は「３～６時間未満」，「６～12時間未満」で割合が高くなって

おり，男女ともに全国に比べてスマートフォン・パソコンなどの使用時間は長い傾向

がみられる。（表１２，図５０） 

年齢階級別でみると，使用時間ごとの割合は，総数で「１～３時間未満」が 37.6％ 

と最も割合が高くなっている。20～24 歳で「６～12 時間未満」が 26.3％，「３～６ 

時間未満」が 40.4％と，使用時間３時間以上が６割を超えており，他の年齢階級と比 

べて，使用時間が長い傾向がみられる。また，15～19 歳，25～29 歳で使用時間３時間

以上が５割を超えており，20～24 歳に次いで使用時間が長い傾向がみられる。（表１

３，図５１） 

 

表１２ 男女別スマートフォン・パソコンなどの使用時間構成(平成 28 年) 

－週全体，スマートフォン・パソコンなどを使用した人(宮城県，全国)  

 

図５０ 男女別スマートフォン・パソコンなどの使用時間構成比(平成 28年) 

－週全体，スマートフォン・パソコンなどを使用した人(宮城県，全国) 

 ※ 使用時間別の構成比については，使用した人における割合（使用時間不詳を除く） 

※ スマートフォン・パソコンなどを使用した人の割合は使用時間不詳を除いて算出している。 

１時間 １～ ３～ ６～ 12時間
未満 ３時間未満 ６時間未満 12時間未満 以上

男 100.0 30.7 36.4 22.8 6.6 3.6

女 100.0 31.5 38.8 20.1 8.3 1.3

男 100.0 30.3 39.8 20.1 7.5 2.4

女 100.0 35.1 38.3 17.6 6.8 2.2

全
国

スマートフォン・パソコンなどを使用した人の割合（％）

総数

宮
城
県
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表１３ 年齢階級別スマートフォン・パソコンなどの使用時間構成比(平成 28 年) 

－週全体，スマートフォン・パソコンなどを使用した人(宮城県)   

 

図５１ 年齢階級別スマートフォン・パソコンなどの使用時間構成比(平成 28 年) 

－週全体，スマートフォン・パソコンなどを使用した人(宮城県) 

 

 

 

 

 

 

 

※ スマートフォン・パソコンなどを使用した人の割合は使用時間不詳を除いて算出している。 

１時間 １～ ３～ ６～ 12時間
未満 ３時間未満 ６時間未満 12時間未満 以上

総数 100.0 31.1 37.6 21.5 7.4 2.5
10～14歳 100.0 28.1 45.6 19.3 7.0 ...
15～19歳 100.0 13.7 30.4 32.4 16.7 6.9
20～24歳 100.0 2.0 31.3 40.4 26.3 ...
25～29歳 100.0 15.5 32.7 34.5 14.5 2.7
30～34歳 100.0 16.7 47.4 28.1 7.9 ...
35～39歳 100.0 34.1 37.3 21.4 3.2 4.0
40～44歳 100.0 34.8 44.4 17.0 3.7 ...
45～49歳 100.0 39.8 37.3 19.5 3.4 ...
50～54歳 100.0 42.4 42.4 10.9 4.3 -
55～59歳 100.0 60.6 28.2 11.3 ... ...
60～64歳 100.0 51.4 41.9 6.8 ... ...
65～69歳 100.0 53.4 34.5 12.1 ... -
70～74歳 100.0 50.0 50.0 ... ... -
75歳以上 100.0 69.2 30.8 ... ... -

総数

スマートフォン・パソコンなどを使用した人の割合（％）
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